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我
が
国
が
、
世
界
に
貢
献
し
つ
つ
持
続
的
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
際
競

争
力
の
あ
る
世
界
最
高
水
準
の
「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
産
学
官
連
携
の
推
進
は
、
こ
の
た
め
の
大
き
な
牽
引
力
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

平
成
十
三
年
の
第
一
回
サ
ミ
ッ
ト
以
来
、
産
学
官
の
関
係
者
の
間
に
は
、
産
学
官
連

携
の
推
進
に
関
す
る
相
互
理
解
と
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
制
度
改
革

や
関
係
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
我
が
国
の
産
学
官
連
携
は
、
近
年
着
実
に
実
績
を
あ
げ

つ
つ
あ
る
。 

 

平
成
十
八
年
度
か
ら
、
第
三
期
の
科
学
技
術
基
本
計
画
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る 

が
、
こ
う
し
た
中
で
、
今
後
は
、
産
学
官
連
携
を
よ
り
層
の
厚
い
も
の
に
し
て
い
く
と

と
も
に
、
持
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
「
確
か
な
も
の
」
と
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
日
の
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
極
め
て
有
意
義
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
産
学
官
連
携
の
更
な
る
進
展
を
図
る
た
め
、
以
下
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。 

 

一
、
科
学
技
術
関
係
人
材
の
育
成
・
確
保 

 

社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
優
れ
た
科
学
技
術
関
係
人
材
の
養
成
・
確
保
を

図
る
た
め
、
産
学
官
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
役
割
を
踏
ま
え
た
連
携
を
一
層
強
化
し
、

幅
広
い
視
野
と
高
度
な
専
門
性
を
備
え
た
研
究
人
材
、
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
中
核

的
な
人
材
、
多
様
な
分
野
で
の
社
会
基
盤
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
、
知

的
財
産
や
産
学
官
連
携
等
に
関
わ
る
専
門
人
材
な
ど
、
多
様
な
人
材
の
養
成
・
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
や
産
学
官
の
人
的
交
流
を
推
進
す
る
。 

 

二
、
本
格
的
な
産
学
官
連
携
へ
の
深
化
と
研
究
成
果
移
転
へ
の
支
援 

 

産
学
官
の
協
働
の
下
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
お
よ
び
技
術
と
人
材
の
好
循
環

を
目
指
し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
や
人
材
育
成
を
行
う
研
究
拠
点
の
整
備
、

産
学
官
が
共
同
で
シ
ー
ズ
を
発
掘
す
る
研
究
開
発
な
ど
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
連

携
効
果
を
高
め
て
い
く
よ
う
な
戦
略
的
連
携
を
促
進
す
る
。 

 

ま
た
、
研
究
成
果
の
移
転
及
び
事
業
化
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
、
産
学
官
連
携

を
戦
略
的
に
推
進
す
る
組
織
の
整
備
や
そ
の
機
能
の
強
化
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出
・

成
長
に
対
す
る
支
援
の
強
化
及
び
弾
力
化
を
図
る
。 

 

三
、
大
学
改
革
の
推
進 

 

研
究
開
発
及
び
人
材
の
育
成
の
両
面
に
お
い
て
、
大
学
へ
の
期
待
は
極
め
て
大
き



い
。
大
学
の
研
究
者
の
創
造
的
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

競
争
的
環
境
を
拡
げ
る
と
と
も
に
、
特
に
、
大
学
院
に
お
け
る
教
育
研
究
機
能
の
充

実
・
強
化
を
図
る
。 

 

国
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
共
同
研
究
や
研
究
者

交
流
の
促
進
な
ど
の
産
学
官
連
携
活
動
の
一
層
の
充
実
を
期
待
す
る
。 

 

四
、
地
域
の
科
学
技
術
振
興 

 

科
学
技
術
駆
動
型
の
地
域
経
済
へ
の
転
換
を
進
め
、
世
界
に
通
用
す
る
新
技
術
・

新
事
業
を
連
続
的
に
創
出
す
る
た
め
、
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
の
充
実
・
強
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
府
省
間
連
携
、
地
域
間
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
大
学
や
公
設
試
験
研
究
機
関
の
活
性
化
を
目
指
し
、
地
域
主
導
の
産
学
官
連
携

を
効
果
的
に
展
開
す
る
。 

 

五
、
知
的
財
産
の
戦
略
的
保
護
と
活
用 

 

研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
し
、
わ
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

大
学
等
に
お
け
る
知
的
財
産
管
理
体
制
の
整
備
強
化
、
知
的
財
産
の
適
切
な
権
利
化

の
た
め
の
支
援
、
企
業
や
地
域
等
に
お
け
る
知
的
財
産
の
円
滑
な
活
用
、
研
究
開

発
・
知
的
財
産
戦
略
・
標
準
化
戦
略
の
一
体
的
推
進
な
ど
、
知
的
財
産
推
進
計
画
を

受
け
て
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
に
係
る
政
策
を
戦
略
的
に
推
進
す
る
。 

 

六
、
科
学
技
術
に
関
す
る
政
府
研
究
開
発
投
資
の
拡
充 

 

科
学
技
術
創
造
立
国
の
実
現
の
た
め
に
は
、
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
諸
改
革
を

進
め
つ
つ
、
将
来
を
見
据
え
て
研
究
開
発
投
資
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
第
三
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
計
画
の
よ
う
に
、

政
府
研
究
開
発
投
資
の
目
標
額
を
設
定
し
、
そ
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
、
宣
言
す
る
。 

平
成
十
七
年
十
一
月
十
四
日 
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